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２０２５年度新潟薬科大学後援会 事業計画書 

 

  

新潟薬科大学後援会  

 

平素は新潟薬科大学後援会の諸活動にご協力いただき、有難うございます。 

さて、当会の２０２５年度事業計画の策定に当たり、大学側から当会に対し、学生

生活の支援・充実に向けた協力要請を受けました。そこで、学生の皆さんがより充実

したキャンパスライフを送ることができるよう、計画を取りまとめました。ついては、

当会の目的が「学生生活を保護者の視点で側面支援すること」に鑑み、下記のとおり

２０２５年度事業計画の実施についてご理解賜りますよう、宜しくお願いいたします。 

なお、大学は２０２７年度に大学名称を「新潟科学大学」に改め、文系素養の学生

にも選ばれる「総合大学」へと進化する予定です。当会では限られた予算の範囲内と

なりますが、大学の存在感の向上に寄与するとともに、学生の皆さんの学びやキャン

パスライフが一層実りあるものとなるよう、後押ししてまいります。 

 

記 

 

Ⅰ．収入の部について （合計 １７，０２０千円） 

  別添「２０２５年度 予算書」のとおりです。 

  年会費については、２０２２年度から一人当たり１千円の値下げを行い、学部・

学科を問わず一律１０千円とすることで、僅かですが会員負担のさらなる軽減を図

っています。（他大学との比較においても、低廉となっています。） 

以上の年会費に加え、前年度からの翌年度繰越金を在学生のために有効活用する

ことにより、繰越金の段階的な平準化（繰越金の逓減）につなげていきます。 
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Ⅱ．支出の部（主な事業計画）について （合計 １７，０２０千円） 

  別添「２０２５年度 予算書」及び下記のとおりです。 

１．課外活動の補助について【合計 ５，８５０千円】 

⑴学生団体「新潟薬科大学学友会」（すべてのサークルが加盟し、学生活動を自主

的に企画・運営。）の運営経費を補助します。 

⑵大学祭「新薬祭（しんやくさい）」（秋に開催）の開催経費を補助します。 

⑶学友会加盟サークルを対象とした、大会参加等のためのサークル活動費を補助

します。 

  ⑷「スポーツ用具」の修理及び補充のための経費を補助します。 

（昨年度：卓球台の更新やバレーボール等の練習球等の補充等） 

 ⑸学友会と大学（学生支援関係者）との意見交換会の開催経費を補助します。 

 

２．厚生活動の補助について【合計 ５，６１０千円】 

  ⑴「新入生歓迎会」は、新入生が早期に大学生活に馴染めるように、との趣旨で

学友会が中心となって開催されます。この歓迎会は、サークル紹介や、学友会・

サークルの先輩との歓談などが、カフェテリアにおいて行われます。当会が、

開催経費を補助します。 

  ⑵「卒業記念品等購入」は、卒業式に授与される卒業証書・学位記を自宅で大切

に保存するための「卒業証書・学位記ファイル」（ハードカバー）や、卒業記念

品（文具等）を、当会が卒業生に贈呈するものです。 

また、大学院生の保護者様は当会会員ではありませんが、学部生が研究室活動

等を通して、大学院生から教育研究上のサポートを受けていることから、当会

から感謝の意を込めて、大学院生にも贈呈します。 

   一方、成績優秀者や学生表彰対象者（在学中の特筆すべき成果や学友会功労）

の学部生に対しては、卒業式にて学長表彰が行われます。当会が、副賞として

「ギフトカード」を贈呈します。 

  ⑶「卒業記念祝賀会（卒業記念パーティー）」は、例年、卒業式終了後に新潟市内

の会場において、卒業生と教職員が学部ごとに集まり、語らう学生最後の機会

となります。当会が、開催経費を補助します。 
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３．特別事業の実施について【合計 ４，０００千円】 

 ⑴学生生活・交流等支援事業 

   大学・学部が企画・実施する学生生活、学生交流促進、及び保護者面談等に係

る経費について、当会が、前年度からの翌年度繰越金の一部を財源として、下記

の所要の経費相当額の一部を支援（大学に寄付）します。 

  ①学生生活支援（学食利用促進・利用支援策）（４，０００千円）【新規】 

 物価高騰や米不足のなか、学生の皆さんが食事を通して健康で充実した毎日を

送ることができるよう、学食利用促進・利用支援策として、当会では、学食提供

価格の品質維持及び学生支援の一環として経費の一部を支援します。 

②学生交流支援（１，６５０千円） 

 学生間の交流促進のため、当会では、下記の所要の経費の一部を支援します。 

   ア．（全）スキー・スノーボードスクール（希望制）（１，０００千円） 

                        （教職員の参加費は自己負担） 

   イ．（薬）学生交流イベント（２００千円） 

   ウ．（応）ソフトボール大会（２００千円） 

   エ．（医）学生交流イベント（１００千円） 

   オ．（看）学生交流イベント（１５０千円） 

③保護者面談及び説明会支援（４００千円） 

各学部主催の保護者説明会については、順次対面での説明会を実施していく予

定ですが、保護者の皆様がご自宅等で視聴していただけるように、大学が動画配

信も計画しています。当会では、保護者面談経費及び説明会の動画配信に要する

開催経費の一部を支援します。 

 

４．事務局運営について【合計 ６００千円】 

当会 Webサイトの運営・更新経費や、役員会等開催経費※、事務用品補充経費、

弔事対応経費など、所要の予算を確保します。 

  ※２０２５年９月１３日（土）に、大学関係者と当会役員による「役員懇談会」

（大学からの情報提供及び意見交換）を開催します。（参加費は自己負担） 

 

５．予備費について【９６０千円】 

予算編成時に予想し得ない支出に対応するため、予備費（支出の部全体の約

５％相当額程度）を確保します。 
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※ その他（大学開学５０周年記念事業関係） 

   大学は２０２７年度に開学５０周年を迎えられ、大学名称等が変わるとともに、

新津駅東キャンパスには新校舎が完成します。 

そこで、当会では今年度、開学５０周年の前年度となる２０２６年度事業計画

における記念事業の実施（例：教育用備品の贈呈等）について検討します。 

 

以 上 


